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第 162号（3） 諸塚村議会だより 令和元年８月 （2）第 162号諸塚村議会だより令和元年８月

「就任のごあいさつ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若 本  幸 徳
　4月の任期満了に伴う村議会議員選挙において決意も新たに8名の議員が誕生い
たしました。
　8年ぶりの選挙における緊張感を胸に今後の議会活動に活かしていかなければな
りません。この度の議会構成におきまして、不肖、私が議長に再度就任させていた
だくことになりました。今更ながら責任の重大さを再認識させられているところで
ございますが、円滑な議会運営を目指し、村政発展に微力を尽くして参りたいと思
います。
　さて本村も5月1日に令和へと元号が移り変わる新時代の幕開けの年に置村130
年、自治公民館組織並びに村婦人連絡協議会発足以来70年の記念すべき年となり
ました。私たちの誇りである諸塚村をここまで築き上げてこられた先人の皆様に改
めまして深く敬意を表します。村民のたゆまぬ努力によりこの節目の年に至るまで
発展を続けてきた本村も、数年前からの少子高齢化による人手不足は一層深刻さを
増しております。しかし、この問題は全国的であり、一村のみでの解決は困難であ
ると思われます。議会もこの人口減少対策として9月に特別委員会を設置して関係
機関とともに国県と連携を図りつつ、常に村民の皆様の声に耳を傾け、課題解決を
目指し活気あるむらづくりに新たな気持ちで団結して取り組んで参る覚悟でござい
ます。
　今後とも議会に対しますご指導、ご協力賜りますよう切にお願い申しあげまして
就任のあいさつといたします。

主な補正事項
【歳入】

・過疎対策事業債

・森林郷創生基金繰入金

・地方創生推進交付金

・プレミアム商品券事業

・道整備交付金事業補助金

…………………………………………………………………………………………88,200千円

………………………………………………………………………………107,000千円

……………………………………………………………………………………6,650千円

…………………………………………………………………………………6,322千円

………………………………………………………………………………10,000千円

【歳出】
〔総務〕  ・庁舎玄関屋根修繕

　　   ・川の口地区消火用水管敷設

〔企画〕  ・商工青年部婚活事業補助金

　　   ・村制施行130周年事業補助金(16公民館)

　　   ・森林公園施設等改修事業

　　   ・移住・創業支援金補助金

　　   ・村制施行130周年PR事業(環境共生仕様レジ袋)

〔住福〕  ・砂田の元ミニ公園整備

　　   ・プレミアム商品券事業

　　   ・簡易給水施設整備事業補助金（7施設）

〔産業〕  ・井戸園芸団地防風ネット改修事業

〔建設〕  ・林道開設改良補助事業

　　   ・道路新設改良村単独事業

　　   ・道整備交付金事業

　　   ・道路維持事業

〔教育〕  ・教職員住宅改修事業

　　   ・荒谷小学校グラウンド改修事業

　　   ・中央公民館改修検討資料作成

　　   ・クロスカントリーコース改修事業

………………………………………………………………………………2,754千円

…………………………………………………………………20,000千円

……………………………………………………………………1,000千円

……………………………………………………1,600千円

 ………………………………………………………………………20,000千円

…………………………………………………………………………3,000千円

……………………………………………1,100千円

…………………………………………………………………………3,300千円

…………………………………………………………………………15,422千円

…………………………………………………………7,805千円

………………………………………………………………7,900千円

…………………………………………………………………………18,048千円

………………………………………………………………………65,820千円

………………………………………………………………………………20,000千円

……………………………………………………………………………………6,700千円

……………………………………………………………………………4,500千円

………………………………………………………………6,130千円

…………………………………………………………………1,000千円

……………………………………………………………1,422千円

令和元年度 第2回諸塚村議会定例会
令和元年度 一般会計補正予算

2億3千8百万円の補正額　総額31億3千5百万円

（６月14日開会）

クロスカントリー大会役場庁舎



第 162号（5） 諸塚村議会だより 令和元年８月 （4）第 162号諸塚村議会だより令和元年８月

定例議会において下記の案件について審議された。

① 特別職（村長・副村長・教育長）の給与に関する条例の一部改正
　 村　長（月額）　　　656,000円→676,000円
　 副村長（月額）　　　529,000円→545,000円
　 教育長（月額）　　　505,000円→520,000円

② 議会議員の報酬に関する条例の一改正が執行部から上程され審議され承認
　 議　長（月額）　　　272,000円→280,000円
　 副議長（月額）　　　203,000円→209,000円
　 常任委員長（月額）　193,000円→199,000円
　 議　員（月額）　　　188,000円→194,000円

③ 諸塚副村長の同意案件について（同意）
　 藤﨑 猪一郎 氏

④ 監査委員同意案件について（同意）
　 黒木 聖士 氏

令和元年5月8日開催の第1回臨時議会において、新しい議会構成が決まりました。

諸塚村議会構成表諸塚村議会構成表
議　長

総務常任委員会(4名）

副議長

若 本 幸 徳

田 原 尚 美

岩 本 國 和

甲 斐 光 徳

山  本 多喜弥

若 本 幸 徳

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

議会広報編集特別委員会(4名）

山  本 多喜弥

尾 形 浩 一

甲 斐 光 徳

田 原 尚 美

若 本 幸 徳

岩 本 國 和

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

社会福祉協議会

若 本 幸 徳

田 原 尚 美

山  本 多喜弥

理 事

評 議 員

監 事

日向東臼杵広域連合議会議員

山  本 多喜弥

議会選出監査委員

岩 本 國 和

入郷地区衛生組合議会議員岩 本 國 和

中 田 政 雄

宮崎県北部広域行政 事務組合議会議員

岩 本 國 和

甲 斐 光 徳

国保運営協議会

産業建設常任委員会(4名）

中 田 政 雄

尾 形 浩 一

梅 田 義 輝

田 原 尚 美

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

観光協会

若 本 幸 徳理 事

議会運営委員会(6名）

梅 田 義 輝

岩 本 國 和

中 田 政 雄

尾 形 浩 一

山  本 多喜弥

甲 斐 光 徳

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

一

質
般

問
今
回
三
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

①
諸
塚
村
割
引
き
商
品
券
見
直
し
に
つ
い
て

③
乾
椎
茸
の
販
売

に
つ
い
て

②
バ
イ
オ
乾
燥
機

導
入
に
つ
い
て

尾形　浩一 議員

尾
形
議
員

問　

現
在
1
5,
0
0
0
円
の

商
品
券
を
3
割
引
き
の

1
0,
5
0
0
円
で
購
入
し
て

い
る
が
、
2
0,
0
0
0
円
の
商

品
券
を
2
割
5
分
引
き
で

1
5,
0
0
0
円
の
商
品
券
を

発
行
し
た
ら
、
商
工
会
の
売
り

上
げ
高
も
上
が
る
と
考
え
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と

地
元
の
お
店
を
利
用
し
て
、
お

互
い
が
こ
の
村
に
住
み
続
け

る
、
そ
ん
な
運
動
も
取
り
上
げ

て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
が
村
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　

割
引
商
品
券
は
当
初
か

ら
、
割
引
率
30
％
を
維
持
し
て

お
り
、
周
辺
自
治
体
に
比
べ
て

手
厚
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
商
工
会
が
事
業
主
体
と
な

り
勉
強
会
を
通
じ
て
改
善
を
か

さ
ね
て
、
平
成
20
年
か
ら
は
、

二
次
流
通
と
し
て
再
度
利
用
も

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
平
成
25

年
ま
で
は
二
ヶ
月
ほ
ど
で
売
り

切
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
売
れ

残
る
事
は
な
い
が
使
用
期
限
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
販
売
し
た
事
も
あ

る
。
議
員
ご
指
摘
の
、
割
引
率

を
下
げ
て
発
行
額
を
増
や
す
こ

と
も
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、

勉
強
会
、
検
討
会
を
通
じ
て
よ

り
使
い
や
す
く
経
済
効
果
が
高

く
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

業
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

尾
形
議
員

問　

以
前
か
ら
木
材
の
付
加
価

値
を
上
げ
る
に
は
何
が
良
い

か
、
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

日
本
強
靱
化
木
材（
株
）の
バ

イ
オ
乾
燥
技
術
が
一
番
良
い
と

思
い
提
案
す
る
も
の
で
す
。
柔

ら
か
く
て
軽
い
杉
、
檜
が
ケ
ヤ

キ
や
チ
ー
ク
の
よ
う
な
高
級
材

に
な
り
、
防
腐
、
防
虫
、
不
燃

で
あ
る
事
か
ら
、
諸
塚
村
の

F
S
C
認
証
材
の
価
値
を
更
に

高
め
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
そ
の
製
品
を
活
用
し
て
、

小
、
中
、
高
校
の
椅
子
、
机
を

作
る
家
具
工
場
ま
で
も
っ
て
行

け
た
ら
と
考
え
ま
す
が
、
村
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　

昨
年
、
黒
葛
原
公
民
館
で

大
川
市
の
工
場
視
察
の
際
に
、

産
業
課
職
員
も
同
行
し
そ
の
復

命
を
受
け
ま
し
た
。
低
温
で
時

間
を
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

で
製
品
の
色
変
わ
り
が
少
な
く

ひ
び
割
れ
も
少
な
い
等
の
利
点

が
あ
り
、
大
変
関
心
を
引
か
れ

ま
し
た
。
本
村
で
は
、
こ
れ
ま

で
F
S
C
森
林
認
証
の
ク
ヌ
ギ

材
、
杉
材
等
に
つ
い
て
、
加
工

製
品
を
関
連
会
社
と
研
究
し
な

が
ら
開
発
し
、
販
売
に
こ
ぎ
つ

け
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
提
案

の
乾
燥
機
に
つ
き
ま
し
て
、
性

能
、
メ
リ
ッ
ト
、
流
通
ル
ー
ト
、

経
済
性
な
ど
を
関
係
機
関
と
視

察
、
研
修
も
行
い
調
査
、
研
究

を
進
め
て
い
っ
て
は
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
す
。

尾
形
議
員

問　

先
日
の
椎
茸
入
札
の
結
果

が
、
経
済
連
が
2,
8
0
0
円
、

諸
塚
が
3,
2
0
0
円
。
こ
れ

は
私
が
高
校
を
卒
業
し
て
帰
っ

て
来
た
50
年
前
と
殆
ど
変
わ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
原

木
椎
茸
の
生
産
は
落
ち
込
ん
で

し
ま
う
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
何
と
か
、
加
工
品
を
開
発

し
て
販
売
に
繋
げ
た
い
と
思

い
、
村
の
加
工
グ
ル
ー
プ
の
力

を
借
り
て
実
現
し
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
餃
子
の
具

に
乾
椎
茸
を
小
さ
く
刻
み
、
甘

辛
く
炊
い
て
試
食
し
た
事
も
あ

り
ま
す
。
餃
子
で
し
た
ら
、
冷

凍
で
も
よ
い
し
F
S
C
関
連
で

C
o
C
認
証
の
椎
茸
を
売
り
に

し
た
戦
略
は
い
か
が
か
と
、
村

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　

乾
椎
茸
の
販
売
価
格
は
変

動
が
激
し
く
、
平
成
13
年
前
後

は
中
国
産
と
の
競
争
で
暴
落

し
、
25
年
、
26
年
は
東
日
本
大

震
災
の
風
評
被
害
等
で
大
き
く

値
下
が
り
し
た
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
問
屋
の
事
情
で
価
格
が

左
右
さ
れ
る
為
、
諸
塚
村
は
平

成
7
年
か
ら
、
村
と
J
A
諸
塚
、

ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸
塚
が
協
力
し
て

直
販
事
業
に
取
り
組
ん
で
来

た
。
又
、
加
工
品
の
商
品
開
発

も
必
要
で
、
加
工
グ
ル
ー
プ
の

協
力
や
も
ろ
っ
こ
は
う
す
の
販

売
等
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
関

係
機
関
と
協
力
し
て
販
売
促
進

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

西川村長
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黒木　重人 議員

入郷地域開発期成同盟会 要望活動耳川広域森林組合諸塚支所との研修会・意見交換

議会傍聴してみませんか？
　６月１５日（金）議会には１７人の方に傍
聴いただきました。
　次回の定例会は９月１２日（水）開会予定
です。
お気軽に議会事務局にお尋ねください。
お問い合わせ：議会事務局

☎ ６５－１１３０(直通)　

「産業」・椎茸団地ハウス台風被害修繕（ハウス3棟）

◆一般会計の主な補正内容◆

①
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

②
議
員
報
酬
に
つ

い
て

森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
に
つ
い
て

山本　利夫 議員

岩本　國和 議員

甲斐 教育長

山
本
議
員

問　

人
口
減
少
が
全
国
的
に
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
何

ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
人
口
の
現
状
維
持
は
で
き

な
く
、
減
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
つ
の
提
案
と
し
て
、
村
内
の

児
童
・
生
徒
の
学
力
が
優
秀
で

あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
を
利
用
し

て
、
村
外
か
ら
家
族
で
移
住
し

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
は
諸
塚

の
学
校
で
勉
強
し
て
、
親
は
仕

事
に
通
勤
し
て
い
た
だ
く
。
そ

の
よ
う
な
熱
心
な
家
族
を
日
向

市
近
辺
の
市
町
村
か
ら
募
集
し

た
ら
ど
う
か
。

西
川
村
長

答　

高
齢
化
率
の
高
い
諸
塚
村

は
自
然
減
に
よ
る
人
口
減
少
は

今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
施
策
の
第
一
は
定
住
者
の

転
出
防
止
対
策
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
若
者
向
け
公
営
住
宅
の

整
備
、
住
ま
い
環
境
整
備
に
よ

る
持
ち
家
改
修
事
業
、
高
校
等

の
奨
学
金
な
ど
に
よ
る
保
護
者

負
担
の
軽
減
策
が
必
要
で
あ

る
。
提
案
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
幾
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
。
ま
ず
住
む
家
の
確
保
、
二

つ
目
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

三
つ
目
に
近
隣
市
町
村
も
児

童
・
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
の

で
子
ど
も
の
奪
い
合
い
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
。
人
口
減
少
を
止

め
る
の
は
難
し
い
が
、
緩
和
策

の
た
め
に
少
し
で
も
可
能
性
が

あ
る
と
こ
に
は
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

山
本
議
員

問　

慎
重
な
中
に
も
大
胆
な
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。
移
住
の
た

め
の
住
宅
が
、
利
便
性
の
高
い

と
こ
ろ
に
幾
つ
か
必
要
で
あ

る
。
募
集
に
つ
い
て
は
、
日
向

市
及
び
近
隣
町
村
、
そ
れ
に
県

職
員
も
可
能
性
が
あ
る
。

西
川
村
長

答　

諸
塚
村
は
こ
の
よ
う
な
限

ら
れ
た
土
地
な
の
で
、
公
営
住

宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
新
築
同

様
に
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
。

甲
斐
教
育
長

答　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
、
学
校
の
あ
り
方
検
討
会
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
保
護
者
、

地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

山
本
議
員

問　

諸
塚
村
の
議
員
の
報
酬
は

県
内
17
町
村
中
一
番
低
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
子
育
て
中
の
方

は
経
費
的
に
無
理
が
あ
り
、
自

然
と
高
齢
の
方
ば
か
り
に
な
っ

て
い
る
。
議
員
の
な
り
手
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
は
報
酬
を

あ
げ
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は

な
い
か
。

西
川
村
長

答　

議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は

平
成
17
年
度
か
ら
改
定
は
行
わ

れ
て
い
な
く
、
我
々
特
別
職
に

つ
い
て
も
平
成
22
年
度
ま
で
減

額
改
定
を
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
改
定
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
背
景
と
し
て
は
、
本
村
が
合

併
の
道
を
選
ば
ず
自
立
の
道
を

選
ん
だ
こ
と
。
平
成
16
・
17
年

に
相
次
い
で
襲
来
し
た
台
風
に

よ
る
未
曽
有
の
大
災
害
が
あ

る
。
こ
の
程
、
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
を
開
催
し
答
申
を
い
た

だ
い
た
。

山
本
議
員

問　

答
申
の
結
果
は
、
厳
し
い

な
と
の
思
い
で
あ
る
。
前
回
は

無
投
票
で
し
た
が
、
今
回
は
幸

い
な
こ
と
に
選
挙
が
あ
る
よ
う

な
の
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

近
々
ま
た
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
我
々
議
員
と
し
て
も
、

要
求
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
議

員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

西
川
村
長

答　

せ
め
て
2
年
か
ら
3
年
に

一
回
は
報
酬
等
審
議
会
を
開
催

し
な
が
ら
、
現
在
の
人
口
減
少

社
会
の
中
、
議
員
の
な
り
手
不

足
も
あ
り
、
村
全
体
、
人
材
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
く
の
で
、

財
政
事
情
も
勘
案
し
、
村
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

岩
本
議
員

問　

人
口
減
少
、
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
中
、
平
成
31
年
度
か

ら
譲
与
決
定
し
た
森
林
環
境
譲

与
税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
答
弁
を
求
め
る
。

西
川
村
長

答　

森
林
環
境
税
は
、
2
0
2
4

年
度
か
ら
課
税
さ
れ
、
森
林
環

境
譲
与
税
は
、
来
年
か
ら
前
倒

し
で
本
村
に
は
2,
5
0
0
万

円
が
交
付
さ
れ
る
。
徐
々
に
増

額
さ
れ
、
2
0
3
2
年
度
に
は
、

8,
5
0
0
万
円
が
支
給
さ
れ

る
見
込
み
。
林
業
担
い
手
対
策

事
業
と
し
て
社
会
保
険
、
年
末

一
時
金
の
一
部
助
成
、
安
全
装

備
の
助
成
、
林
業
大
学
校
へ
の

通
学
助
成
、
林
地
台
帳
整
備
、

森
林
認
証
審
査
経
費
と
い
っ
た

五
つ
の
事
業
で
山
に
還
元
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

①
村
政
に
対
す
る
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

②
議
員
報
酬
に
つ

い
て

②
村
が
支
援
す
る
外
郭
団

体
へ
の
行
政
の
あ
り
方

③
鳥
獣
害
被
害

対
策
に
つ
い
て

④
国
際
交
流
員

（
A
L
T
）に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
に
つ
い
て

甲斐　光徳 議員

岩本　國和 議員

甲斐 教育長

甲
斐
議
員

問　

諸
塚
村
の
最
も
重
要
な
案

件
は
過
疎
対
策（
急
激
な
人
口

減
少
に
伴
う
将
来
像
・
急
激
な

時
代
の
変
化
に
伴
う
諸
塚
村
の

方
向
性
）。
村
民
が
希
望
を
持

っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
諸

塚
村
に
な
る
た
め
に
、
行
政
の

役
割
の
重
要
性
は
勿
論
、
村
民

も
過
疎
対
策
に
つ
い
て
真
剣
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
。
統
一
地
方
選
も
終
わ
り
、

新
体
制
に
な
り
新
た
な
村
政
を

こ
れ
か
ら
の
4
年
間
、村
行
政
・

議
会
共
に「
諸
塚
村
の
将
来
の

安
定
・
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
諸
塚
村
」の
創
造
、
実
現

を
目
指
す
た
め
に
も
危
機
感
、

緊
張
感
を
持
っ
て
活
発
な
議
論

を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
時
代
の
変
化
に
遅
れ
る
こ

と
な
く
先
取
り
を
し
て
い
く
大

変
重
要
な
時
期
と
思
わ
れ
ま

す
。
村
民
の
多
く
か
ら
、
村
政

の
方
向
性
、
村
民
を
導
い
て
く

れ
る
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
5
年
先
・
10
年
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
全
く
見
え
な
い
、
村

民
目
線
で
考
え
て
く
れ
る
政
策

も
必
要
だ
と
多
く
の
声
が
あ
る

の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
過
去

の
4
年
間
の
振
り
返
り
と
反

省
、
2
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
お

い
て
村
民
の
身
近
な
生
活
に
直

結
す
る
政
策
も
含
め
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
村
政
の
方
向

性
、
政
策
を
村
民
に
届
け
て
い

く
の
か
村
長
の
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

西
川
村
長

答　

諸
塚
村
の
4
大
産
業
を
基

本
に
、
継
続
し
て
村
政
を
進
め

て
い
る
。
人
口
減
少
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
が
、
国
の
過
疎
対

策
、
過
疎
法
の
有
効
活
用
、
各

種
制
度
事
業
の
導
入
、
村
単
独

で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
村
政
を
預
か
る
も
の
と

し
て
村
政
座
談
会
等
の
要
望
等

を
な
る
べ
く
拾
い
上
げ
実
施
に

向
け
た
取
り
組
み
や
、
時
間
が

取
れ
る
時
に
村
内
を
見
て
歩

き
、
状
況
や
課
題
を
確
認
し
て

い
る
。
村
の
財
政
も
確
認
し
な

が
ら
村
の
方
向
性
を
進
め
て
い

き
た
い
。

甲
斐
議
員

問　

村
政
の
継
承
は
重
要
で
あ

る
。
諸
塚
村
の
4
大
産
業
は
崩

す
こ
と
な
く
産
業
振
興
に
努
め

て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
と
き

の
自
治
体
を
牽
引
す
る
首
長
で

あ
れ
ば
、
独
自
の
施
策（
カ
ラ

ー
）を
立
案
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
2
期
目
の

ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
無
難
な

政
策
で
は
な
く
、
変
化
を
持
た

せ
る
、
西
川
健
村
長
独
自
の
カ

ラ
ー
を
村
民
も
期
待
し
て
い
る

と
思
う
。
財
政
が
絡
む
こ
と
で

あ
り
、
厳
し
い
制
約
が
あ
る
と

は
思
う
が
考
え
を
確
認
し
た

い
。

西
川
村
長

答　

独
自
の
カ
ラ
ー
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
先
人

た
ち
が
営
々
と
守
っ
て
き
た
政

策
の
中
で
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
こ
の
現
実
の

対
策
を
総
合
戦
略
の
な
か
で
、

皆
さ
ん
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
だ
と
感
じ
て
い
る
。
地
道
に

村
民
の
皆
さ
ん
の
色
々
な
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
喫
緊
の
課

題
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
の
が

一
番
い
い
と
思
う
。

甲
斐
議
員

問　

令
和
の
時
代
は
地
方
の
時

代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
声
を
届
け
る
の
は
勿
論
の
こ

と
で
あ
る
が
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
政
策
提
案
、
あ
る
い
は

事
業
提
案
を
国
・
県
に
対
し
て

議
論
を
展
開
し
て
い
く
の
も
村

政
の
重
要
な
役
割
と
思
う
。
急

に
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
十
分
に
地
域
の
声
を
聴
い

て
頂
き
、
村
政
が
村
民
の
た
め

に
あ
る
と
思
う
の
で
そ
の
考
え

方
を
確
認
し
た
い
。

西
川
村
長

答　

不
易
流
行
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
守
る
こ
と
は
守

り
、
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
変

え
な
い
、
そ
れ
で
も
変
え
て
い

く
べ
き
こ
と
は
変
え
る
、
そ
の

様
に
思
っ
て
い
ま
す
。
村
政
座

談
会
等
を
始
め
、
喫
緊
の
要
望

が
あ
る
な
ど
、
財
政
的
に
も
人

的
な
面
も
あ
る
し
、
そ
ち
ら
の

ほ
う
に
追
わ
れ
る
部
分
も
あ
る

の
で
、
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
や
命
を

守
る
事
が
最
優
先
で
あ
る
の

で
、
総
合
的
に
判
断
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

甲
斐
議
員

問　

ま
ず
は
行
政
も
変
化
し
て

い
く
、
議
会
も
変
化
を
し
て
い

岩
本
議
員

問　

人
口
減
少
、
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
中
、
平
成
31
年
度
か

ら
譲
与
決
定
し
た
森
林
環
境
譲

与
税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
答
弁
を
求
め
る
。

西
川
村
長

答　

森
林
環
境
税
は
、
2
0
2
4

年
度
か
ら
課
税
さ
れ
、
森
林
環

境
譲
与
税
は
、
来
年
か
ら
前
倒

し
で
本
村
に
は
2,
5
0
0
万

円
が
交
付
さ
れ
る
。
徐
々
に
増

額
さ
れ
、
2
0
3
2
年
度
に
は
、

8,
5
0
0
万
円
が
支
給
さ
れ

る
見
込
み
。
林
業
担
い
手
対
策

事
業
と
し
て
社
会
保
険
、
年
末

一
時
金
の
一
部
助
成
、
安
全
装

備
の
助
成
、
林
業
大
学
校
へ
の

通
学
助
成
、
林
地
台
帳
整
備
、

森
林
認
証
審
査
経
費
と
い
っ
た

五
つ
の
事
業
で
山
に
還
元
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

く
、
村
民
も
変
化
を
し
て
い
く
、

令
和
の
時
代
は
地
方
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
議
論

を
し
っ
か
り
行
い
、
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
、

こ
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

甲
斐
議
員

問　

村
が
支
援
す
る
団
体
、
観

光
協
会
・
ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸
塚
に

お
い
て
は
諸
塚
村
の
雇
用
創
出

の
受
け
皿
と
し
て
村
民
の
経
済

効
果
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

外
郭
団
体
で
す
。
又
、
民
間
の

活
力
が
大
い
に
発
揮
で
き
る
事

業
所
で
も
あ
り
、
優
秀
な
職
員

か
ら
の
情
報
の
発
信
な
ど
諸
塚

村
の
将
来
に
希
望
が
持
て
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
行
政

か
ら
の
指
導
等
も
重
要
な
要
素

で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
も
入
り

過
ぎ
る
と
民
間
の
持
っ
て
い
る

能
力
が
最
大
限
に
活
か
さ
れ
な

い
傾
向
も
あ
る
の
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
社
団
法
人
と
し
て
移

行
し
た
事
業
所
と
も
な
れ
ば
、

伸
び
伸
び
と
働
け
、
能
力
が
最

大
限
に
発
揮
で
き
、
行
政
と
は

違
っ
た
様
々
な
発
想
の
転
換
も

期
待
で
き
、
雰
囲
気
の
良
い
職

場
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
行
政
は
補
助
金
の
支
援
を

し
て
も
入
り
す
ぎ
な
い
、
口
を

な
る
べ
く
出
さ
な
い
等
の
方
向

転
換
を
し
な
が
ら
、
民
間
の
活

力
を
大
い
に
発
揮
で
き
る
事
業

所
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
村
長
の
考
え
を

確
認
し
た
い
。

西
川
村
長

答　

現
在
、
両
組
織
と
も
村
か

ら
の
直
接
の
指
揮
系
統
は
な

く
、
特
に
観
光
協
会
は
現
金
出

納
や
組
織
の
意
思
決
定
の
決
済

も
含
め
て
、
行
政
は
直
接
の
関

与
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

経
営
的
に
経
験
不
足
な
点
も
多

い
こ
と
と
、
村
の
補
助
金
や
委

託
料
の
適
正
な
額
や
使
い
道
の

チ
エ
ッ
ク
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
、
村
も
参
画
す
る
経
営
委

員
会
で
経
営
数
値
の
管
理
や
各

種
規
定
等
の
重
要
事
項
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
村

行
政
側
も
人
手
不
足
で
、
観
光

事
業
・
特
産
品
販
売
事
業
と
も

選
任
の
担
当
は
お
ら
ず
、
逆
に

十
分
な
気
配
り
が
出
来
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
り
、
行
政
が

入
り
過
ぎ
と
い
う
懸
念
は
当
た

ら
な
い
と
思
う
。
む
し
ろ
外
郭

団
体
だ
け
に
頼
ら
ず
に
、
村
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
対

処
で
き
る
行
政
側
の
体
制
作
り

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

甲
斐
議
員

問　

大
変
大
事
な
こ
と
は
、
優

秀
な
人
材
が
多
く
い
る
中
で
、

人
材
育
成
と
い
う
点
を
踏
ま
え

て
、
働
く
人
た
ち
が
自
分
達
の

力
で
自
分
の
達
の
方
で
、
情
報

発
信
や
諸
塚
の
P
R
を
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。
行
政
と
の
連
携
・
協
議

は
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
働
き

や
す
い
環
境
の
下
で
職
員
の
資

質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

西
川
村
長

答　

観
光
協
会
・
ウ
ッ
ド
ピ
ア

諸
塚
だ
け
に
限
ら
ず
、
関
係
団

体
・
関
係
機
関
、
関
連
施
設
に

お
い
て
、
組
織
は
人
で
成
り
立

ち
、
和
を
も
っ
て
そ
れ
が
第
一

に
な
ら
な
い
と
物
事
は
先
に
進

ま
な
い
。
同
じ
目
的
に
向
か
っ

て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

甲
斐
議
員

問　

行
政
が
支
援
を
し
て
い
く

の
は
大
変
重
要
な
事
で
あ
る

が
、
そ
の
上
に
は
し
っ
か
り
と

職
場
で
働
く
人
た
ち
の
考
え
を

尊
重
し
、
雰
囲
気
の
良
い
職
場

に
な
る
よ
う
、
今
後
ご
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

甲
斐
議
員

問　

鳥
獣
害
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
行
政
は
勿
論
、
猟
友
会

の
ご
協
力
に
よ
り
被
害
軽
減
に

努
め
て
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
シ
カ
・
猪
等
の
農
作
物

等
へ
の
被
害
も
減
少
と
ま
で
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
猟
友
会
の
個

体
捕
獲
、
特
別
捕
獲
隊
に
よ
る

駆
除
も
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
で
は
猿
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
椎
茸
は
勿
論
、

畑
等
の
野
菜
等
に
も
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
猿
も
30
頭
前
後
と

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
農

作
物
へ
の
被
害
が
大
き
く
経
済

的
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
生
産
意
欲
の
低
下
等
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は

農
作
物
の
被
害
だ
け
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
心
配
さ
れ
る
の

が
生
徒
・
児
童
・
幼
稚
園
児
の

登
下
校
時
に
お
け
る
猿
か
ら
の

人
的
被
害
も
予
想
さ
れ
、
保
護

者
等
含
め
、
村
民
か
ら
も
不
安

を
抱
い
て
お
り
、
事
故
が
あ
っ

て
か
ら
で
は
遅
い
と
思
わ
れ
る

の
で
早
急
な
対
策
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
村
長
の
考
え
を
確
認

し
た
い
。

西
川
村
長

答　

猟
友
会
の
ご
協
力
に
よ

り
、
こ
こ
数
年
で
年
間
8
4
0

頭
程
の
捕
獲
実
績
が
あ
り
ま
す

が
、
農
林
産
物
へ
の
被
害
が
減

少
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
指
摘
の
猿
の
農

林
産
物
へ
の
被
害
と
集
落
・
学

校
、
通
学
路
周
辺
の
人
た
ち
は

大
変
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
村
で
は
地
形
的
な
不
利
な

条
件
も
あ
り
ま
す
が
、
近
隣
町

村
で
実
績
の
あ
る
囲
い
罠
の
設

置
を
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用

し
、
今
年
度
導
入
の
予
定
で
す
。

餌
付
け
が
必
要
で
、
群
れ
で
捕

獲
し
な
け
れ
ば
群
れ
が
分
か
れ

る
等
の
注
意
も
必
要
で
あ
り
、

猟
友
会
の
ご
協
力
と
地
元
へ
の

ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
こ
の
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

甲
斐
議
員

問　

深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
早
急
な
対
応
で
村
単
独

も
併
せ
て
早
め
に
実
施
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

西
川
村
長

答　

現
在
、
申
請
の
段
階
で
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
状
況

で
、
現
時
点
で
着
手
が
出
来
な

い
状
況
で
す

甲
斐
議
員

問　

猿
自
体
が
年
中
い
る
状
況

の
中
で
、
単
独
で
も
補
助
事
業

で
も
早
め
の
対
策
が
必
要
。
早

め
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
被

害
が
出
な
い
よ
う
お
願
い
し
て

質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

甲
斐
議
員

問　

諸
塚
村
は
現
在
、
ネ
パ
ー

ル
の
マ
ル
フ
ァ
村
と
の
国
際
交

流
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
流
20
周
年
の
記
念
行
事
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
経
済

状
況
は
決
し
て
い
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
で
暮
ら
す

人
々
は
と
て
も
大
ら
か
で
真
面

目
で
あ
り
人
間
性
の
良
さ
を
強

く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
男
女

問
わ
ず
好
奇
心
旺
盛
で
あ
り
、

交
流
に
は
強
く
関
心
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
数
か
国
の
会

話
も
で
き
る
方
も
多
く
、
特
に

英
語
は
堪
能
で
あ
り
諸
塚
村
と

の
交
流
に
も
大
い
に
貢
献
で
き

る
も
の
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て

本
村
で
は
毎
年
雇
用
し
て
い
ま

す
が
、
交
流
を
続
け
て
い
る
マ

ル
フ
ァ
村
か
ら
の
交
流
員
と
し

て
の
採
用
も
検
討
し
て
み
る
の

も
変
化
が
あ
り
、
意
義
が
あ
る
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も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
考
え

を
確
認
し
た
い
。

西
川
村
長

答　

村
国
際
交
流
協
会
を
中
心

に
タ
イ
王
国
の
ス
リ
ン
県
並
び

に
ネ
パ
ー
ル
王
国
マ
ル
フ
ァ
村

と
の
国
際
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
主
と
し
て
民
間
ベ
ー
ス
の

相
互
訪
問
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
世
界
的
な
経
済
不
況
や
当

事
国
の
国
内
政
治
の
不
安
定

化
、
大
規
模
な
災
害
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
あ
ま
り
活
発
な
状

況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
マ
ル

フ
ァ
村
と
の
交
流
は
訪
問
団
へ

の
参
加
希
望
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
も
現
状
で
あ
る
。
国
際

交
流
員
や
A
L
T
の
招
聘
に
つ

い
て
は
そ
の
目
的
や
狙
い
、
費

用
と
効
果
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

来
年
度
か
ら
学
習
指
導
要
領
も

改
訂
さ
れ
、
小
学
5
・
6
年
生

の
英
語
が
正
式
な
教
科
と
な

る
。
子
供
た
ち
に
本
場
の
英
語

を
学
ん
で
頂
く
た
め
に
母
国
語

で
あ
る
国
か
ら
の
A
L
T
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

甲
斐
議
員

問　

J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
の
人
材
派
遣
を
し
て
い
る
の

が
現
状
な
ん
で
す
。
最
大
で
5

年
間
は
A
L
T
と
し
て
市
町
村

に
滞
在
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
1
年
増
え
る
ご
と
に
給

与
は
増
額
し
て
い
き
ま
す
が
、

交
付
税
措
置
の
算
定
に
入
れ
ら

れ
ま
す
。
国
際
交
流
協
会
総
会

で
も
話
題
に
上
が
り
ま
し
た

が
、
事
業
の
進
め
方
も
非
常
に

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
マ
ル
フ

ァ
村
と
の
継
続
交
流
を
し
て
い

る
の
で
こ
の
機
会
に
交
流
員
と

し
て
の
招
聘
も
、
今
後
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
予
想
さ
れ
る
中
で
早

め
に
取
り
組
ん
で
は
と
の
事
も

あ
り
ま
し
た
。

甲
斐
教
育
長

答　

国
際
化
は
こ
れ
か
ら
加
速

的
に
進
ん
で
い
く
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
今
の
段
階
で
は

複
数
の
国
際
交
流
員
と
か

A
L
T
2
人
以
上
の
方
を
同
時

に
招
聘
す
る
の
は
、
財
政
的
な

事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
厳
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
議
員

問　

今
す
ぐ
国
際
交
流
員
や

A
L
T
を
招
聘
す
る
の
は
厳
し

い
と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
人

口
減
少
に
伴
う
働
き
手
の
確
保

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
身
近
に
迫

っ
て
き
て
い
る
状
況
の
中
で
、

今
後
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

田
原
議
員

問　

特
養
施
設
せ
せ
ら
ぎ
の
里

は
、
介
護
職
員
の
退
職
に
伴
う

人
材
不
足
の
た
め
、
支
援
ハ
ウ

ス
の
休
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

村
は
、
昨
年
新
規
採
用
者
に
5

年
間
で
1
0
0
万
円
支
給
、
施

設
は
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
設

け
た
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

今
年
度
1
名
の
新
規
採
用
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
は
、
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
で
も
あ
る
。
今
後
、
新

規
採
用
者
も
含
め
た
施
設
職
員

の
皆
さ
ん
が
定
年
を
迎
え
る
ま

で
安
心
し
て
働
い
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
環
境
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
。

村
民
の
安
心
安
全
の
拠
点
と
し

て
一
日
も
早
い
支
援
ハ
ウ
ス
の

開
園
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
村
長
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　

昨
年
9
月
か
ら
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
派
遣
で
あ
っ

た
職
員
及
び
パ
ー
ト
職
員
を
特

養
本
体
に
戻
し
、
人
材
不
足
に

よ
る
夜
勤
の
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。

ベ
テ
ラ
ン
介
護
福
祉
士
の
情
報

収
集
、
せ
せ
ら
ぎ
の
里
へ
の
就

職
あ
っ
せ
ん
や
人
材
派
遣
会
社

へ
も
お
願
い
し
て
、
派
遣
依
頼

も
行
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
手

を
尽
く
し
て
、
人
材
確
保
に
当

た
っ
て
い
る
が
、
充
足
す
る
に

至
っ
て
い
な
い
。
で
き
る
だ
け

は
や
く
再
開
で
き
る
よ
う
、
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

田
原
議
員

問　

国
際
交
流
の
話
の
中
で
、

諸
塚
村
が
マ
ル
フ
ァ
村
と
交
流

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
う
い
う
交
流
を
通
し
て
、
マ

ル
フ
ァ
か
ら
こ
の
介
護
の
施
設

に
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
に

働
き
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
の
も
手

か
な
と
思
っ
て
い
る
。

西
川
村
長

答　

外
国
人
労
働
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
は
言
葉
の
壁
も
あ
り

か
な
り
高
度
な
技
術
、
目
は
離

せ
な
い
し
、
入
所
者
の
身
の
安

全
と
か
考
え
た
場
合
に
は
、
よ

り
慎
重
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
け

な
い
。
わ
ら
に
も
す
が
る
思
い

は
あ
る
が
、
幅
広
い
面
か
ら
考

え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思

う
。

田
原
議
員

問　

大
変
な
問
題
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
皆
の
行
き
着
く
先
が

せ
せ
ら
ぎ
の
里
で
あ
る
の
で
、

あ
の
手
、
こ
の
手
で
何
と
か
い

い
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
支

援
ハ
ウ
ス
の
再
開
が
で
き
る
よ

う
に
、
行
政
の
皆
さ
ん
も
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願
い
す
る
。

西
川
村
長

答　

村
民
み
ん
な
が
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
あ
る
と

思
う
。
そ
う
し
な
い
と
対
応
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
再
開
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

田原　尚美 議員

令和元年度　第９回「諸塚村子ども議会」開催！令和元年度　第９回「諸塚村子ども議会」開催！

○　子どもたちが日常生活の中で気付いた学校や地域の問題について、昨年度に引き続き「小
　さな実現可能な子どものための子ども議会へ！」の考えにより、子どもたち（学校）が村づ 
　くりの鍵になる取組の視点から、発展的な取組にしていくことも大事なことである。元気 
　な村づくりに子どもたちの力は欠かせないものであり、子どもたちが主体的に関わること
　のできる取組を通して、子どもたち自身が喜びを感じることができる一連の活動にしていく。
○　将来の諸塚の「村づくり」について、村をよくするための思いや願いを発表し、子どもの 
　豊かな発想を、これからの村づくりの長期構想に生かしていく。
○　子ども議会の企画運営や村議会の見学・傍聴等を通して、議会制度や民主的な政治につ 
　いて理解する。

　若本議長の議事進行に基づき、村内小学校6年生11名と諸塚中学校3年生3名から、諸塚村の
産業や観光振興、人口減少対策などについて鋭い一般質問が出されました。各課長が、それに
対する丁寧な答弁を行い、最後に西川村長が全体講評を行いました。

子ども議会開催の目的

１．開　　会
２．議事日程
日程第１　　一般質問（１４名）

令和元年7月29日(月)　午前9時　開議

第９回「諸塚村子ども議会」　議事日程

３．閉　　会

学年学校名№ 一般質問　題名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

３年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

３年

３年

諸塚中

諸塚小

荒谷小

七ツ山小

諸塚中

諸塚村の産業振興について

せせらぎの里の福祉機器やお金について

林業の人手不足について

人口減少の対策について

人口減少の対策について

大型店舗について

諸塚村の店舗について

お店を作る計画について

村民グラウンドの利用について

人口減少や林業の人手不足への対策について

通学路の改善について

風力発電の活用について

諸塚村の観光振興について

諸塚村の福祉政策について
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随　

想

随　

想

「
夏
を
乗
り
切
ろ
う
」　　
　
　
　
　
　

中
田　

政
雄　

　

今
年
の
梅
雨
明
け
は
例
年
よ
り
も
遅
い
梅

雨
明
け
で
、
他
の
地
域
に
比
べ
る
と
雨
量
的

に
少
な
か
っ
た
と
思
う
し
、
梅
雨
ら
し
く
な

か
っ
た
珍
し
い
年
と
思
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
が
い
よ
い
よ
夏
本
番
と

な
り
、
暑
さ
と
の
戦
い
も
然
る
こ
と
な
が
ら

台
風
に
伴
う
豪
雨
へ
の
不
安
も
高
ま
る
季
節

と
な
っ
た
。
平
成
17
年
の
台
風
14
号
以
来
、

14
年
近
く
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い

の
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
が
、
全
国
的
に
見

る
と
大
き
な
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
短
時
間
雨
量
は
想
定
外
の
半
端
な
い

数
値
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
予
断
を
許

さ
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
身
の
安
全
の
確
保
が
一
番
。
夏
バ

テ
を
し
な
い
体
力
、
気
力
を
持
っ
て
こ
の
夏

を
乗
り
切
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

編 後集 記
　今年の梅雨は中々明けません、ジメジメして心もスッキ
リしませんが、この広報が発刊する頃には明けるだろうと
思います。
　さて、今年は統一地方選挙があり、議会構成も替わりま
して、下記の4名で議会広報の編集委員になりました。
　年4回の発刊ですが、皆様に分かりやすい充実した広報
に取り組みますので、ご愛読のほどよろしくお願いいたし
ます。（山本）
（編集委員）山本多喜弥　尾形浩一　甲斐光徳　田原尚美
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14

21
23

七ツ山村政座談会
荒谷村政座談会
入郷地域開発期成同盟会総会(全議員)
日向・東臼杵広域連合議会(議長・中田議員)
川内村政座談会
入郷地区衛生組合議会(中田議員)
南川村政座談会
飯干村政座談会
入郷地域開発期成同盟会要望活動
(議長・局長・局長)
黒葛原村政座談会
立岩村政座談会
産業建設常任委員会所管事務調査
小原井村政座談会
町村議会運営委員会正副委員長研修会
高速道建設促進宮崎期成同盟会総会(議長)
第３９回 みすず会総会
子ども議会(第６回)
東臼杵郡町村議会議員研修会(全議員)
諸塚村政座談会
松の平村政座談会

戦没者追悼式
統一地方選挙(村長・村議）
議員当選証書交付式
当選議員懇談会
第1回臨時会(初議会）
入郷地域開発期成同盟会議長会
東臼杵郡議長会定期総会(議長）
延岡地区村人会
九州中央自動車道沿線議会期成会理事会(議長）
日向市・東臼杵郡議長会定期総会(議長）
県町村議長会各郡会長会(議長）
入郷地域開発期成同盟会役員会(議長、
総務・産建常任委員長）
宮崎地区村人会
県選出国会議員との懇談会(議長）
全国会主催正・副議長研修会（議長、～29日）
県乾しいたけ生産者大会（～6月1日）
県町村議長会臨時総会(議長）
第2回定例議会
川内村政座談会
七ツ山村政座談会
九州玉入れ選手権大会

月 日 内　　　　容 場　所
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6 塚 原
宮 崎 市
荒 谷
延岡・日向市方面
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塚原村政座談会
県町村議長会新人議員研修会
荒谷村政座談会
入郷地域開発期成同盟会要望活動
黒葛原村政座談会
九州中央道沿線議会協議会合同幹事・理事会(議長）
南川村政座談会
松の平村政座談会
日向・東臼杵広域連合議会
飯干村政座談会
立岩村政座談会
川の口村政座談会
議会運営委員会正副委員長研修
小原井村政座談会
郡議長会定例議長会（議長、～26日）
子ども議会
国道327号外4路線整備促進期成同盟会総会(議長）
高速道路建設促進期成同盟会総会(副議長）
みすず会（議長）
日向市・東臼杵郡議長会提言活動(議長）
滝の下村政座談会
諸塚村政座談会

４

月 日 内　　　　容 場　所

５

６

７

五ヶ瀬町
延 岡 市
日 向 市
日 向 市
馬 路 村
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御 船 町

役 場
宮 崎 市

東 京 都

議 場
野 球 場
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宮 崎 市
七 ツ 山
村体育館
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村体育館
椎 葉 村
役 場
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2

九州中央道事業化決定セレモニー
延岡地区村人会
日向市開庁式
東臼杵郡議会議長会定期総会
連合所管事務調査（～16日）
県町村議会議長会役員会
九州中央自動車道沿線議会期成会理事会 
九州中央自動車道沿線議会期成会
熊本・宮崎両県合同理事会
入郷地域開発期成同盟会役員会
宮崎地区村人会
全国会主催正・副議長研修会（～29日）
県選出国会議員との懇談会
第2回定例議会
村消防操法大会
県町村議会議長会正副会長会
県椎茸品評会（～22日）
七ツ山村政座談会
九州玉入れ選手権大会
塚原村政座談会
福祉運動会
入郷地域開発期成同盟会総会
五月会研修会

月 日 内　　　　容 場　所
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日 向 市
荒 谷
延岡・西都・日向市方面

宮 崎 市

黒 葛 原
高千穂町
松 の 平
八重の平
宮 崎 市
立 岩
村 内
川 内
大 分 県
宮 崎 市
川 の 口
議 場
日 向 市
家 代
宮 崎 市

日 向 市

飯 干
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日向・東臼杵広域連合議会 
荒谷村政座談会
入郷地域開発期成同盟会要望活動 
県町村議会議長会役員会
国道503号整備促進要望
黒葛原村政座談会
九州中央道沿線議会協議会総会・研修会 
松の平村政座談会
八重の平村政座談会
森林・林業活性化議員連盟総会・研修会
立岩村政座談会
産業建設常任委員会政務調査
川内村政座談会
郡議長会定例議長会（～24日）
議会運営委員会正副委員長研修
川の口村政座談会 
子ども議会
東臼杵郡町村議会議員研修会 
家代村政座談会 
みすず会 
日向地区消防操法大会
国道327号外4路線整備促進期成同盟会総会
飯干村政座談会

七 ツ 山
荒 谷
諸 塚 村
日 向 市
川 内
美 郷 町
南 川
飯 干
日向・延岡・
西 都 方 面
黒 葛 原
立 岩
都城・木城
小 原 井
宮 崎 市
宮 崎 市
宮 崎 市
議 場
日 向 市
諸 塚
松 の 平

随　

想

随　

想

自
然
災
害
に
強
く
、
収
益
の
上

が
る
山
作
り
と
は

黒
木　

重
人

「
平
成
29
年
7
月
九
州
北
部
豪

雨
」
ま
た
九
州
が
大
水
害
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。

　

林
業
で
名
高
い
日
田
地
区
、

東
峰
村
で
は
山
腹
崩
壊
に
よ
り

杉
材
と
濁
流
が
恐
ろ
し
い
破
壊

力
で
住
宅
や
鉄
橋
を
押
し
流

し
、
河
川
を
堰
き
止
め
大
惨
事

と
な
り
ま
し
た

　

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心

か
ら
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
、
行

方
不
明
の
方
々
の
早
急
の
発
見

と
避
難
所
暮
ら
し
の
皆
様
に
一

日
も
早
い
復
興
を
た
だ
た
だ
願

う
も
の
で
す
。

「
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な

い
」
と
言
う
表
現
が
最
近
の
メ

デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
気
象
庁
も

予
測
で
き
な
い
程
の
地
震
の
揺

れ
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
備
え
る
対

策
が
急
が
れ
る
今
日
、
そ
の
地

域
の
地
層
や
自
然
条
件
に
も
大

き
く
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
杉
の

植
林
等
の
改
善
策
が
急
務
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
に
強
く
、
収
益
の
上
が

る
山
作
り
を
再
認
識
し
、
真
剣

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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議会傍聴してみませんか？
　６月１４日(金)開催の議会定例会には、２１
名の方に傍聴いただきました
　次回の定例会は９月１１日（水）開会予定です。
お気軽に議会事務局にお尋ねください。
お問い合わせ：議会事務局

☎ ６５－１１３０(直通)　
議会傍聴して

　　　　　　　みませんか？
　６月１４日(金)開催の議会定例会に
は、２１名の方に傍聴いただきました
　次回の定例会は９月１１日（水）開
会予定です。
　お気軽に議会事務局にお尋ねくだ
さい。
　お問い合わせ：議会事務局

☎ ６５－１１３０(直通)　




